このたひは本品をお買いあけいただをましてまことにありがとラございまず。 

■ご懊用になる前に、必ずこの r 取扱説明書•工事説明書 J をよく読んで、正しく 
使用して < ださい。 

この「取扱説明書•工事説明書」は、保証書と共に必ず保管してください。 
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取巧編 

安全のために必ずお守りください 

>お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りし、ただくことを説明しています。 

>ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


A 警告 (WARNING) 
么注意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死じ、重傷を負5可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定され 
る内容を示していまず。 


>お守りいただく内容を、巧の絵表示で区分しています< 


0 ® (§) ® 

^ — 

〇 C 


この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


この絵表示は、「ま意」していただくの容です。 


この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


>説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


I 女顿： ym] 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだ 
さい。 

少量の混入でち、火災の原因になりまず。 


★煙突外れち険 


煙突びがれたまま使用しないで<ださい。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 


み煙実閱を:危 I 最 


煙突がつまつたり、ふさびれたままで使巧しないでくださ 
い。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険で 
す。 


01 1 . 


ろ 



0 



0 



お使いになる前に 













安全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


み巧類の乾燥厳禁 I 


衣類などの乾燥には使用しないでください。 

あ類が落下して火びつを、乂災の原因になります。 


岳スプレーを厳禁 I 

スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどをス I -ーブの上や前 
に(周囲に)放置しないでください。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発して危険です。 




意 （ CAUTION) 


I ★力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは使用しないでくださ 
し、。毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 

乂災が発生ずるおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事編の据付け例（巧、28ぺ一 
ジ)を参照してください。 

I ★給油時消乂 I 

給油は、必ず消火してか5おこなってください。 

火災のおそれびあ0まず。 


I 女異常時使用禁止 I 

万一異常を感じたときは、使用しないでください。 

異萬燃焼のおそれびあります。 

I ★高温部接触禁止 I 

燃焼中や消乂直後は、高温部、煙突、天板、天板ガード、ガー 
ドなどに手などふれないでください。 

やけどのおそれがあります。 

主舊ゃ異物をみれ与し、 

空気取入口や天板ガードやガードの中に、指や異物を入れたり 
しないで < ださい。 

けびや火災のおそれびあります。 

度由漏れ確朝 

油タンク-ゴム製送油管-接合部および機器等からの打油漏れ 
がないことを確認の上ご使用<ださい。 

灯油が漏れていると火災のおそれびありまず。 



mm 




j 扇れを確認 


ゴム製送油管 



0 

禁止 一 

接触禁止 

0 

__禁止_ 

〇 


2 


確認 



























み腰をかげたり杨をのせな。] 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ス 
トーブの故障や、やけどのおそれびありまず。ストーブの上に花 
びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。 7 j < びかか 
ると漏電や故障のおそれびありまず。 


みやか/〇のせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接細によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれび 
あ0ます。 

[* 分话爾重嗎互1 

故障、破損した5、使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 


★改造使用を禁 jg 


改造して使用しないでください。 

また、煙突には巧暖房用の熱変換器などを取 D 付けないで < ださい。 
火災や排ガスが室内に漏れる原因となり、危険です。 

I ★換気覇使用禁止 J 

ストーブを使用している時は室内で換気覇を使用しないでください。 
異常燃焼や、立消えして爆発燃焼ずるおそれびあ0ます。 

また、換気口、給気口は常に確保し、物などでみさびないでく 
ださい。 


電源コードを傷めない 


電源コードに無理な力を加えたり傷付けたり束ねたり、物をの 
せた0加工しないで<ださい。また、電源プラグを抜<とさは、 
コードを持って引き抜かないでください。 

電源コードび破損し火災や感電の原因になります。 

み電漏 ブミ歹廚 量案に童し还场 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくださし、。 
(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでくださし、。） 
火災の原因になります。 

めれた手での抜さ差しはしないでください。 

感電の原因になります。 




0 



§ 

分解禁止 

§ 

0 

使用禁止 

0 


〇 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 










安全のために必ずお守りください 

A 注意 （ caution) 



★長期間使用しないときは電源プラグを抜< 

を 

電源プラグを抜< 

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセン トか 5抜いて 
<ださい。 

乂災や予想しない事故の原因になります。 

「★雲 源プラグのお手入れをずる 1 

とさどさ電源プラグを掠去、ほこり（及び金属物)を除去して< 
ださい。 

(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）义災の原 
因になりまず。 

〇 

指示 

み高地(標高1，日 OOmm よ)使用禁旧 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

標高1, 日日日〜 1,日0日 m では再調整び必要ですので、販売店へお 
問い合わせ < ださい。 

0 

使用禁止 



1 ★可燃性ガ文使用禁止 1 

ストーブを使巧している部屋で、可燃性ガスが発生ずるをの(ガ 
ソ1」ン、ベンジン、シンナ ー )、スプレーを使用しないで<だ 
さい。 

乂災や故障の原因になります。 

0 

使用禁止 

み表罕攝や_お年寄り_の写使用に注意 1 

お子様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる塌合は、 
やけどなどについて、周囲の人が充分に;主意してください。 

全 

ノ 


r 

お願い （ NCmCE) 

「★な油の廃棄 

♦灯油の廃棄処分は、 

好油をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


使用する場所 


I ★効果的に使用 するために I 

♦なるべく部屋の中央に置いていただをますと、対流効果によってお部屋の温度のムラがかなくなり、 
効果的な暖房がでをます。 


4 










リセットポタン 



天板ガード 


熱交換器 


反射板 



リセットボタン 


[ / が平器 
^ /定油面器 

































各部のなまス 

操作-表示部のなまえと使いかた 


運転ランプ 

…運転中 
…消乂中 

…消火動作中の再点火 
(ストーブび冷えると「点 
I 打」に変わります。） 
セーブによる消火動作中 
(消乂動作が終わると「点 
阿」に変わります。） 


セーブランプ 

I 点な . セーブ運転中 

I 消灯 . セーブ運転辭除 


タイマーランプ 

……タイマー運転巧磯中 


_パワーモニター 

燃焼が態に応じて点灯ずるランフの 
数び変わ0ます。 

全部点なしている時び強燃焼です。 


二!□ン 


HI 

■gp 


運転セ-ブタイマ- 


パワーモニター 
微少弱中強 


圍 


a 入 
已切 



運転 


6 




















デジタル表示部 


温度時計 

• 〇 

設定 一り一'! 

温度 ドご 時 

〇 0 

室内 っ广< 

遍度しし< 分 

■温度表术 
設定温度 . 

目む〜3日でまでの設定 
温度を選択でをます。 

室內温度 . 

一日む〜35むまで表示 
します。 

■お温表巧-高温表示 
い。 J . 

室内温度び - 10む政下 

rw ,」. 

室内通度が36でし:■(上 

温度時計 

〇 • 

設定 f 口] 
温度し f , 時 

■現在時刻表示 
現在の時刻を表示しま 
ず。 

〇 〇 

室巧 nnl 
温度 L し fuj 分 


温度時計 
〇 〇 

設定;’ 广 1 

温度いコい寺 

■タイマー運転時刻表お 

タイマー運転時刻を表 
7 K します。 

♦ ♦ 

室内0 广 
温度 しぃ- jj 分 


温度時計 
〇 〇 

設定,一,一 

温度時 

〇 〇 

室内 こ 1 
温度 一 f 分 

■自動的に消乂したとを 
の表示 

自己診断機能により、 
異常時に 「 日 J 〜 

「 がが 」 を表示しま 
す。 

(22 ぺージ参照） 


温度 -時計合 わせボタン 

温度の設定、時計の設定に使います。 

♦室温設定の場含 . 

「▲」 ■ 「▼」のボタンを巧して含わせまず。 

♦時計設定の場含 . 

「時」-「分」のボタンを押して含わせます。 
(11. 13 . 14 . 1日ページ参照） 


セーブ ボタン 

セーブ運転を開始および解除します。 

(14 ページ参照) 


タイマーボタン 


タイマー運転を開始します。 

(14 〜1日ぺージ参照) 


义力調節つまみ 

♦手動運転 . 

目盛「微少」〜 r 強」の間で希望の火力位置 
に合わせます。 

(12 ぺージ参照） 

•き動運輯 . 

目盛「自動」にをわせるとルームサーミス 
夕による自動運転になりまず。 

(13 ぺージ参照） 


運転スイッチ 


♦一度押すと . 

.「入‘」 

♦をう一度押すと . 

T 切里」 

になります。 


(12 . 16ぺ一 

\ 

-ジ参照） 


お使いになる前に 















使う前の準備 


__ 燃料について 

® 燃料は、な油 （ J に1号灯油）を必ず使用してくださし、。 


A 


敬化 
言口 


みがと厳禁 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に 
使用しないでください。 

か量の混入でち、火災の原因になります。 


歡懸，穀 


♦ガソ U ン、シンナーおよびこれ5び混入したな 
油、変質：0油、巧れた'灯油、おやごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
し、。 



射日光を避けた場所で巧油専用容器を使って保 
管して < ださい。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を峽さかけまず 
(乂の気のないところでおこなってください) 


〇巧油 X ガソリン 



麓れたままです。 ！すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


1油タンクに給油ずる。 

I ♦油タンクの給油口ふたをはずし、灯油を市販の給油ポ 
ンプで油量計を見なび5給油して < ださい。 

女給油の隙は、給油□フィルターを取り去らないでくだ 
さい。 


2給油の際にこぼれた丹油をふをとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やご 
みびたまっておれば給油□フィルターをいったん取り 
はずし、給油□か6市販の給油ポンプをドレン受け内 
にさしこみ、水やごみなどを吸いだして<ださい。 



給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


















燃料切れのま意 


★燃焼中に'な油がなくなると消火します。 

このときデジタル表示部に r ら弓 SJ を表示し、異常びあっ 
たことを知 b せます。 

※油タンクに口油があるのに r ら E SJ び表示するとをは、送 
油経路のつまり、空気たまりび考えられます。このよラな 
ときは 恐"邸3 や 10ページの「定油面器のリセ 
ットボタンのセット」を参照して送油経路の点検をしてく 
ださい。 

•再運転する場合は、本体温度び充分下びってか5油タンク 
に給油し、「運転スイッチ」を一度 r 切 J にしてから「入」にし 
て < ださい。 


空気抜きのち法 


★送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていますと、 
送油管の中に空気がたまって油が流れないためにストーブ 
は「がと!や「が6」を表示して消火動作をおこないます。 

このよラなとさはしソ下の手順で姐置をしてください。 

(な油をこぼさないよラに注意してください。） 

① バルブを全開にずる。 

② 送油管に山お搞低)びないように平6にする。 

巧)ストーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油 
管の先端をバケツなどな油をためることびでさる容器に入 
れはずれないよラに固定ずる。 

雷バルブを全開にし、送油管か6灯油に空気び混じ5ない状 
態で連続して流れ出ることを確認する。 

ミま意：バルブを全開にしてを巧油びまったく出ない場合は 
油タンクとス I -- ブ本体との落差(約30帥必要)びな 
い場合をありますので確認-赃置してください。 

⑤ 確認でをた6バルブを全閉にする。 

⑥ 送油管をストーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にする。 

感ストーブ本体の側面にある赤色のリセットボタンを下へ 
1回押ず。 

感ストーブを運転ずる。 







※製品の測面にあります 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は送油経路(油タンクや送袖管の接合部など)から油漏れびないかどうか確認してくだ 
さい。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社にご相談くださ 
し、。 







★電源プラヴをコンセント（家庭用 AC 1 00 V ) に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部はち図のよラに r バー」表示されますので、現在の時刻を 
セツトして < ださい。 


-お願い- 

女ストーブに初めて通電したとさや、停電薇や、電源プラグを破いて再 
通電した場を、デジタル表示部はち図のよラに！■バー」表示され、「時計」 
表示び r 席灯」しますので、現在の時刻を設定して < ださい。 


使ラ前の準備 

煙突接続の確認 

♦煙突が正しく接続されているか確認してください。外れていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 
•煙突が雪やか鳥の巣などでふさびれていないか確認して<ださい。 

ストーブ周辺の確認 

♦ス I -ーフの周辺および煙突の周囲に引火物や可燃物を置かないで<ださい。 

定油面器のリセットポタンのセット 

♦定油面器のホい U セットボタンを、下へ1回押してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんび、シーズン初めや、本体 
設置場所を変更したとき、又は対震自動消火装置び作動したあと再運転 
するとさは、 U セットボタンををラー度、押しなおしてください。 

( -お願い- 

★ U セツトボタンは 5 砂政上巧し続けたり、カラーをがして巧さないで 
<ださし、。 

♦定油固器か5な油びあ成れたり燃焼び継続しないことびあります。 


現在時刻のセット 


リセットボタン 




デジタル表示部 

^ \ 


湿。度 

時計； 

• 

設 

温 

定 

廣じ 

^ 1 
_時 i 


• 

♦ 

室 

温 

巧「 

度— 

、 

- 1 

—. 分： 





h 








Cif 現在時刻が午後 7 時 10 分の場合 

①「時」または r 分」のボタンを1度押ず。 

「時計」表示が「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なび6「時」のボタンを押して巧に 
合わせる。 

( D デジタル表示を見なが6「分」のボタンを押してぶに 
合わせる。 

广 -- S 

♦r 時」- r 分 J のボタンは、1度巧すごとに1時間または1分間ずつ進 
みます。巧し続けますと連続的に進みます。 

♦時刻合わせをずる場合は、「時計」表示び r 点滅」している（1日秒間）に 
「時 J • r 分」のどち5かのボタンを押してください。 

時刻合わせびでをなかった場含は、をラ~度「時」または r 分」のボタ 
ンを巧してや0直してください。 

V_ _ _ , 

④ r 時計」表示が、 r 点滅」か目「点灯」に変わり、設定が完了 
しま 9—0 

—-お願し、 

★ストーブの時刻表おが狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりする 
場合は、コンセントを一度抜いて、をラー度差し込み直して、時刻 
を設定してみてください。それでを直5ないとさはお買いまめの販 
売店までお問い合わせ<ださい。 




id 




使用方法 





設定 

温度_時 


温度い 一 f 分 


運転セ-ブタイト 
♦ 0 0 


パワーモニタ… 
微か弱中強 



点义（通常運乾) 


①油タンクのバルブつまみを「全開」にする。 


③ r 運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

•「運転ランプ」び「点な」しまず。 

•「温廬」表示び「点丹」し、デジタル表示部に室内温度を表示します。 

③約2分後に自動的に点乂しまず。 

/-お願い- 

•ご購入されて初めて使用されるとをに、製品の塗料やパッキンなど 
の焼けるような臭いがずる場ちがあります。 

このような場合は、お部屋の窓をかし開け、半日から1日程度、 r 強 J 
運転をしてぐださい。 

★初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないた 
め、一回で点火しない塌合びありますから、しばら<待ってからち 
ラー度点火操作をおこなって<ださい。 

★ 1〜2回点火操作をして点火しなかった場合、何回を点火しないで 
ください。バーナー内に巧油びたま D まず。販売店にご連絡くださ 
い。 

★万ーロ油びたまったことに気付かずに点乂したとをは、「運転スイ 
ッチ」を押しなおして「切」にし、たまった灯油び燃えつをるまで待 
って< ださい。 

♦このとき、電源プラグをコンセントか5抜かないで<ださい。 

•点火時にはガラスび曇りますび、これは排ガス中の水分の蒸気によ 
るをのです。 

♦室温び0で政下の場をは、点火までの時間は約6分になりまず。 


义力調節（手動運転) 


♦火力調節は、「乂力調節つまみ」を目盛 r 微少\]〜 r 強 J の間で自由に調節し 

て < ださい。 

「パワーモニター」び、目盛の位置に応じて点打しまず。 

/-お願い-> 

♦点火後約目分間は、予備燃焼のため「弱 J 燃焼しますので、火力調節 
はでをません。 









室温の調節（自動運転) 


① r 火力調節つまみ」を目盛り「自動」の位置に合わせまず。 

♦デジタル表示部に、現在の室内温度と設定温度 み 7び表示され、 自 
動運転とな D ます。 

( D 温度を上げるとを。 

•デジタル表示を見ながら、「▲」ボタンを巧しまず。 

( D 温度を下げるとを。 

♦デジタル表示を見なび6、「▼_!ボタンを巧しまず。 

^-お願い- N 

•温度設定をする場合は、「湿度」表示ランプび点滅している間に「▲」 

- 「▼」 ボタンのどちらかを巧してくだごい。設定できなかった場を 
はをラー度巧して、やり直してください。 

•一度設定温度ををめますと、その設定温度を記憶していまずので、 
変更をしない限り、 r 消义」後再運転する場合を同一設定温度になり 

よ留〇 

♦温度設定は、目で〜孤むまでの間で i 受定でさます。室温表示は、一 
日で〜3日でまで表おします。 

•室温表示は室温び一10むな下の攝合「しコ」、3目む政上の場合は 
r H , 」と表示しまず。 

•湿度調節は、ストーブの位置や部屋の大ささなどで、 必ずしわ、 ス 
トー ブの表示温度と室温とは一致しません。このような場合は、本 
体背面の ルーム ヴーミスタを、34ページの「瓜^ 厶サーミ方夕の記 
線(移動)1 を参照して、適切な位置に付け替えてくださし、。 




温度設定しない場 S ま、夕，ご (20 で）び設定温度となります。 


■自動運転は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運転方法でず。 

♦自動運転時には、室内温度び設定温度になるまで「強燃焼」を続け、室内 
温度が設を温度になると r 弱燃焼」に切替わり、設定温度を1で超えると 
「微少燃焼」に切碧わります。 

★室温の調節は、自動運転をしている場合でしかで定ません。 


温度時計： 

• 

1 { 

ご.! 

設定 

温度 

'コ广 

しし, 

時， 

室内 

適度 

0 0 

in 

iU 

分 

麗輯 

セ-ブ 

タイマー 

♦ 

0 

〇 

パワーに: 

夕一 

微少 

弱中 

1強 



曰切し J 
運転 








使用方法 



Mis セー■ブ ろな- 
〇 0 参 

パワ—モニタ— 
微少弱申強 


タイマー運転をずるとをは、1日ページ [現在時刻のセ‘ とりに従って、 
時刻合わせをしてか5でないと、運転でをません。 

fH 午前6時30分に設定したい場合 

①「タイマーボタン」を巧す。 

♦このとさデジタル表示部の表示び r 已：日日」表示に変わり、「タイマ 
ーランプ」び r 点滅」します。 

③デジタル表示を見なが!5「時」のボタンを巧して S に 
含わせる。 

③デジタル表示を見なが5「分」のボタンを押して5でに 
含わせる。 

tk 


設定 

温度 


室内 

温度 


タイマー運転のしかた 


■セーブ運転は白動運輯中に、室温が設定温度より、約2で上昇すると自 
動的に r 消乂」しまず。また設定温度まで下がると、自動的に r 再点乂」し 
ます。 


①「セーブボタン」を押す。 

♦ r セーブ」 が r 点な」 して、セーブ運転を開始しまず。 


( D 「セーブボタン」を押ず。 


♦ r セーブ」 び 「消な」 して、連続運転になります。 
★セーブ運転は自動運転中にしかできません。 


聲 Bf 


設定ら,-' 

癌度しし f 時 


室巧 「り-, 
温度1 fuj 分 


運転 tz - ブ うな- 

参参 〇 ; 


パワーモニター 
紛か弱中強 


-ブ運転 


デジタル表示 



—ブランプ 



















♦「時」* r 分」のボタンは、]度押すごとに1時間または10分間ずつ進 
みます。巧し続けますと連続的に進みます。 

♦時刻合わせをする場含は、タイマー時刻び r 点滅」している間（1日砂 
間）に r 時」’ r 分」のどちらかのボタンを押してください。 

•設定でさなかった場含は、ちラー度 r タイマーボタン」を押してやり 
直して < ださし、。 


(4) デジタル表示部のタイマー時刻が、「点 ミ 威」している間に 
「運転スイッチ」を押して「入」にする。 

•このとき「タイマーランプ」び「点な」し、セットび完了します。 

♦約1日秒ほど経過すると、デジタル表示は現在の時刻を表示しまず。 

. -お願い-- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限 
り、「タイマーポタン」を巧してタイマー時刻の r 点滅」中(約1日秒間） 

に、「運転スイッチ」を r 入 J にずるだけで同一時刻で設定び完了しま 
す。 

★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってくだ 
さぃ。 

★通常運転中に r タイマーボタン」を押すと、「消火 J して「タイマー運 
転 J の状態になり、タイマー運転時刻に自動的に点火しまず。 
★タイマー運転時刻の確認は、消火時に r タイマーボタン J を押すと、 

1日砂間表おします。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺5して対 
震自動消火装置び作動したとさ、電源プラグを抜いたとさは点火し 
ません。 

再度1日ページ|1 見在時刻のセット」を読んで、時刻合わせか5おこ 
なって < ださい。 



運乾セ-ブタィト 
0 0 • —— 

パワーモニター 

微少弱中強 
0 0 0 0 


<0 






タイマー運転操作をした後、タイマー運転時刻前に通萬運転をおこないたい場含。 

① r 運転スイッチ」を J 甲して r 切」にずる。 

^[タィマー運転の解除] 

③ r 運転スイッチ」を再度押して r 入」にずる。 


一[通常運転開始] 









使用方法 



消义 


r 運乾スイッチ J を押して r 切」にずる。 

• r 運転ランプ」び「消灯」します。 

•デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消火後約日分間は燃焼用送風機び回転し続けまず。その禮自動的に停 
止します。 

燃焼用送風機び止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 


--お願い- 

★ストーブの消火は電源プラグをコンセントから抜をとったり、スト 
—ブをゆすって消してはいけません。 

★外出するとをは、必ず消乂してください。 

★長期間留守にするときは、必ず電源を切ってくださし、。 



消乂後再点乂するとをの注意 


★消火後ずぐに再点火ずると、異常音び出ることびあ0まずので、しばら 
く（約1日分間)待ってから再点乂してください。 




使用上のを意 


★ご使用中に、においびしたり目びしみる場合は、煙突やパッキン部 
からを排ガスび漏れていることび考え5れ危険です。使用するのを 
やめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

★長期間使用しない場含や、 loov .,^^ 

使用期間が$纯りました日、 

必ず電源プラグを抜いてく Vii ^ 

ださぃ。 m づ P % 電肪グを 

ほこ0やミちれびついて発火 LUV 巧ぐ 

することびあります。 

★このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 

雷の条件によってはストーブび故障することがあります。雷 
び発生した5電源プラグをコンセントから振いてくださると 
安全です。またストーブをいためることわありません。 

★ストーブを使用するときは、必ず天板ガードを取り付けてか ぶ 

ら使巧して < ださい。 

取り付けないと、地震などによりストーブに可燃物び落下し 
たとさ、火災のおそれびあります。 


。切 [ 一 、) 

運転 



ISiiiaii 



















ま全装置 


♦巧を装置が作動するのは何5かの異常びあるときですか5、下記の処置をしても正常にな5ないと 
きは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

♦安全装置が作動した場合は、「運転スイッチ」を巧し r 切」にしてか5、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して「入」にしてください。（再点火操作） 


ま全装置 

はた 5 さ 

処 置 

巧麗自動消义装置 
EE S 

♦運転中にストープ本体び地震(震度約5政上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 

油漏れ、煙突のがれなど異常 
びないことを確認してか5再 
点火してください。 

点乂を全装置 
が夕 

1 

1 

•点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用を風機な 
どの故障やストーブにな油びさていないこと 
により点火しないとをに、運転を停止します。 

★点火ヒーターの故障び原因で 
運賠を停止したとさはバーナ 
一底に:0油げたまります。た 
まったな油をふき取ってから、 
ご使用ください。 

(販売店にご相談 < ださい） 

女8ぺージ U 合袖のしか^を 
お読みになって点検-処置し 
て < ださい。 

停電を全装置 

EE 0 

♦運転中に停電や電源プラグを撫くなどして輩 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
ず。 

★巧点火操作をします。 


♦再び通電されてち運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場含、タイマ 
一運転は解除されまず。 

★現在時刻の設定とタイマー運 
転の設定をや0なおします。 

燃焼制測装置 

EE B 

•燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置でず。 

★8 ぺージ 「給油のしか; n を 
お読みになって点検-処置し 
てください。 

★再点火操作をします。 

らら 表示は安全装置び作動したとさのエラー表ちでず。 

詳しくは、22ぺージを参照してください。 


あ願し 1 

必ずストーブを消乂し、本体温 
度び巧分下びってからおこなっ 
て < ださい。 


使 

し、 

か 

た 







曰常の点検.手入れ 

点検-手入れのとをの注意 


★点検•手入れをおこなうときは、ス1 -ーフを消火し、び充分冷えてか5、おず電源プラグ 
を抜いておこなってください。 

★ガードを開ける時など必ず手袋をはめておこなってください。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


★油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


使用のたびに 


ir 周固の：!犬態 

•ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにして < ださい。 

•ス I -ーブはいつち清潔に掃除して<ださい。巧 
れたままのご使用は危険のちとですし、ストー 
ブのいたみを早めまず。 

歷—な 

♦ストーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった霜れ雑巾などでみを取 
ってください。 

★臭気-•-すす 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、煙突か5す 
ずが出ていないか確認して < ださい。 

異常びあれば販売店に連絡して<ださい。 

夺唐詞 


•送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とさこぼれた巧油はよくふさとって<ださい。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認してから点乂操作をしてください。 

晒由管] 

♦送油管か5油漏れびないか点横し、電裂などが 
おれば交換して < ださい。 

♦ゴム製送油管は2年に]度は新しい物に交換さ 
れることをおずすめします。 

♦匡が配管をする場合は、銅配管でおこなってく 
ださい。 


♦外気溫び低い場合、煙突內の排ガスの水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して煙突をふさぎ、不完 
全燃焼や排ガスが室内に漏れる原因となり危険です。 

日常点検してください。 


気になった時に 


★ガラス炎筒 


♦使巧環境（強風、外気温の変動によるドラフトの変化など）や使用状況によっては、ガラスにすすび付くこと 
がありまず。気になった時は、強燃焼で連続1〜2時間燃焼させてください。自然にすすび消えていをます。 



★送風機フアンのほこり 


公 


燃焼用送風機のフアンにほこりびついたとき、ブラシや電気掃除機など 
で取り除いて < ださい。 

♦ストーブ側面の点検扉を固定しているネジをはずし、点検扉をはずし 
てから掃除してください。掃除禮は、必ずちとどおりに点横扉を取り 
付けて < ださい。 

♦フアンを変形させないよラに注意してください。 














I ★反射板のほこり（必ず手袋をはめておこなってくださ 。 yi 

' -- - --- -- - -- --- -I 

♦ストーブの反射板にほこりびたまった場合は、 

ガードの両端を上ちへ持ち上げ、下端を手前へ 
引いて、ガードを取りはずしてから、乾いた布 
でたまったほこ0をふさ取ってください。 


3箇月に1回な上 




I ★油タンタ I 

♦給油ロフイルターがごみやほこ0で目づま〇し 
ますと、給油時に給油□よ D あふれ出たりしま 
す。給油□フィルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取り除いてくださし、。 


み油タンク內の水 


♦ミ由タンクに水やごみびたまっているよラでした 
ら、ドレン损さや、油タンクのストレーナなど 
からたまつた水やごみを取り隙いてください。 


★電源プラグ•コンセント 


I 電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると乂がの原因になる 
ことびありまず。3箇月に1〜2回電源プラグをコンセントから揣し、 
て、付着したほこりや巧れを取り除いてください。 


定油面器のストレーを 

♦定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ストーブの格納（シーズ 
ンオフ）のとを、次のよラに灯油で洗浄してください。 

①油タンクのバルブを閉める。 

感定油面器のストレーナの掃除□に容器をあてがっておき、2本のね 
じをはずして、ストレーナを姑さだす。 

③スト レーナを 丹油で洗浄ずる。 

往)ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた口油をふきとる。 
⑥油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れびあるかないかを点検する。 


1シーズンに 




★パッキン 


★点乂 ヒーター 


•燃焼中、室内ににおいびこちるよラな場合は、 
と < にを意して点検して < ださい。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部、燃焼筒ふたと熱交換器 
の接続部 

• 点乂ヒーターの取0付け部 


>点火ヒーター及びパッキンびちくなり、切れた 
り、すきまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因にな0ます。 

(販売店にご相談 < ださい） 


お手入れ•アフタ—ヴービス 


近 













曰常の点検-手入れ 

み燃焼 I た巧 77 戸テ 3 

♦燃焼リング、バーナーは高温になりますので焼眞することびあります。とをどき点檢し、変形や焼損し 
ていたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

[★MM 

♦煙突は約4箇月に1回程度の割合でいったん取り外し、排気流路部分のすずによるよごれなどを点検し、 
ほこりやずすびたくさんたまっているとをは、軽く掃陈してください。 

か々ほこりやすずびたまっている程度では、掃除をおこなラ必要はありません。 

み耐熱塗装の補修 1 

♦熱交換器は耐熱謹装を施していまずび、耐熱塗装膜び酸化してなくなる塌合びあります。 

その場合は市販の耐熱塗料のスプレーで、乂気のない所で補修するときれいになります。 


地震などの災害が発生したときの点検について 


♦地襲などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をする前に必ず次の点検を実施してください。 

I 点橫巧容1 

♦機器の損傷の点検 •煙突回りの外れ、漏れの点檢 ♦送油経路か6の油漏れの点検 

★点検で異常がみつかったとさや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいびしたり目びしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の I ぉ客様相談窓口こ H に修理依頼をしてください。 

定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点横び必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にをを 
にお使いいただ < ために、2シースンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、刻ま修理資格者〔佩） 
日本石巧燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などに点横依頼されることをおずずめします。 


定期点横の内容 

項 目 

巧 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦定油面器-ストレーナの掃除 ♦油タンクの水抜去 

•送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはたらを ♦操作部品-動く部品のはたらさ 

消耗しやすい部品 
の点検•交操 

♦点火ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検-整備 

♦本体内部、燃焼用送風機 •各接続部のパッキン 

♦煙突の接続、つまり 


公 







故障.異常の見分けかたと処置方法 


★この表 L ソがに不具含があるときは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


■ 


■ 

■m 

nrtBIRHirf™ 

11111 il^^H 
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けら 


油タンクに水び入つ 
ている 

油タンクにな油びな 
い 

不良巧油を使用した 
配線不良がある 


コント□ーラー不良 〇 〇 〇 


ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 

電磁ポンプ不良 〇 

点火ヒーター不良 〇 


煙突のドラフトび強 
すざる 

使巧麗境（ドラフトなど) 
の変化 


EW 


EE0 


ツク表 


故障-診断チ 


び 

び 

じ 

賣 

出 

る 

ガ 

フ 

ス 

び 

< 

ち 

る 

奇 

す 

び 

二） 

< 
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処置方法 



電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 



停電復帰後点火し直してく 
ださし1 



定油面器の U セットボタンを巧し 
てか5再点火操作をしてください 



水混入の巧油をすっかり损 
いて<ださい 



阿油を入れて<ださい 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 


置台に油にじみかある 


使用中立消えする 


使用中室内びにおラ 


黄乂でちえる 


炎び大さ<ならない 


点义しな3 


運転ランフび点巧しない 
















故障-異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示 (エラー 表示) の 見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消火した場合、下記のよラに、デジタル表示部に 「エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 


[ エラー表示 

原 因 

処置ちま 1 

EE 0 

♦運転中に電源び切れました。 

♦タイマー点火待機中に電源び切れました。 

•電源プラグの差し込みを確認し、 
再点乂操作をしてください。 

EE 1 

♦ルームヴー5スタび敞織しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

EE E 

♦ストープに巧油びきていません。 

♦点火安全装置び作動しました。 

♦ノ（一:^ーサーミスタが断線しました。 

•打油を入れて < ださい。 

(8 ページ 「給油のしかた] 参照） 
♦原因不明の場含は、販売店まで 
連絡してください。 

EE 5 

♦対震自動消火装置び作動しました。 

♦作動した原因を取0除を、再点 
乂操作をしてください。 

EE B 

♦ス1-ープに财油びきていません。 

•運転中に消火しました。 

♦ノ（一すーヴー S スタび断線しました。 

•灯油を入れてください。 

(8 ぺージ 「給油のしかた 参照） 

参原因不明の場合は、販売店まで 
連絡してください。 

EE 1 

♦室温び3目たな上になりました。 

♦室温び下びるのを待って、再点 
乂操作をして < ださい。 
♦温度調節をして < ださい。 
♦原因不明の榻合は、販売店まで 
連絡してください。 

EE EI 

♦燃焼用送風機び故障し去した。 

•販売店まで連絡してください。 

EE 15 

♦スタート時、 バー ナーび高溫でした。 

♦ノ くーナーヴー5スタび短絡し ま した。 

♦販売店まで連絡して < ださい。 

け ，?3 

♦ストープに好油びきていません。 

•着火 S スを2回しました。 

♦灯油を入れてください。 

(8 ページ1 給油のしかた 参照） 
•販売店まで連絡してください 。 j 


部品交換のしかた 


* 

ま 思 

1★分癖修理の禁出 

故障、破損した6使用しないでください。 


k 

不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 


短期間に消耗する部品■は特にありませんび、ガラスが筒、定ミ由面器、燃焼リング、点火ヒーター、パ 
ッキンなどの交換部品びお要な場合は、お買求がになった販売店にご相談ください。 

★部品交操の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品た(がを使用して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 




不完全な修理は危険です。修理をお受けになる 攝 合は、財団法人曰本石油 燃焼 機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講留会修了着(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推興しまず。 











保管のしかた(長期間使用しない場合) 


♦ストーブを保管する場合は、18ページ 曰常の点、横•手入れの 項を参照して、ストーブの手入れを 
してから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-乂気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかわストーブ 
の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよラ配慮してください。 


1 ストーブを長期間使用しないで保管するとさは、がず電源プラグをコンセントか5抜去、油タンクの 
パルプを閉めてください。 

2 ストーブを使用ずる季節が終り格納ずるときは、油タンクのな油を市販の,を合油ポンプで全部抜き取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して灯油で洗逢してください。り日ぺージ参照） 

r -お願い-^ 

油タンクの灯油を巧くときは、送油管の幻■油を完全に抜いてください。な油が残っていると翌シーズ 
ンに使用するとを、つまって巧油が流れなくなりまず。 （日ページ参照） 


3 ストーブや油タンクの表面をふいて<ださい。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で汚れをおり、乾いた布で水気をみを取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色したり、危険でず。 

4本化にほこりがたま5ないよう、適当なカバ’一をかけてください。 

5附属品と r 取扱説明書•工事説明書 J • r 保証劃も紛失しないよう同時に保管してください。 


型式の呼び 

HR - T 655 

質 量 

約2目 kg 1 

種 類 

半密閉式石油ストーブ•ポット式 
強制通気形•自然対流形 

誠麵周没效 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

点火時 240/240 W •燃焼時14/1目 W 
最大68日/ 680 W (点が初期に短時間発生） 

点火ち式 

電気点义 

使用燃料 

な油 ( J に1号） 

煙突の呼び径 

1 日 6111 

燃焼状態 

最大 

最ル 

電流ヒューズ 

5 A 

燃料消費量 

0.909 L/h 

0.198 L/h 

巧 A が足 

対震自動消火装置、点火安全装置 

発熱量 

33670 kJ/h 

7334 kJ/h 

なで巧直 

停電安全装置、燃焼制御装置 

熱効率 

69.0% 

69.0% 

附属品 

置台川固)、ゴム製送油管 (1 本) ( Im ) 

ホースノ (ンドに個）、天板ガード （1 個） 
木ねじ （1 本） 

暖房出力 

6.45 kW 

1.4 化 W 

外お寸法 

高さ611111、幅760111、與行 427 mm (置台を含む） 


表の熱効率は、煙突の通気力（ドラフト）が、強燃焼時一 6 Pa (―0.目麵 HsO ) 、微少、燃焼時一 3 Pa (—0.3 mm 
HsO ) で、使用した場合でず。_ 


■送油経路図 


■配線図 



I 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


く 

樣 

仕 








アフターサービス 


情証について 

♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受けおりください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

甘度1 里を依頼ず 系と寺 I 

♦故障•異常の見分けかたと処置方法 (21 ぺージ)に従って、お調べください。直5ないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい巧容は次の通0です。 

①品名…半密閉式石油暖房機(半密閉式石油ストーブ） 

這)型式の呼び… HR - T 6 己己 
③お買上げ年月日 

@故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話番号 

♦修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただを 
ます。 

•保証期間が過ぎているとをは、修理ずれば使用でさる場合には、ご淸望により有料で修理させていただ 
をまず。 

♦修理料金は、技術料，部品化.出張料などで構成されていまず。 


この取扱説明書-工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


悄修用性能部品について I 

★半密閉式(煙突式)石油ス トー ブの補修巧性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 


輯居される場含 1 


♦このス I -ーフは電源周波数酣、抓 Hz とち同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整が必要ですので別紙の r お客様相談窓巧こ覧 .1 までご相談ください。 


• 

A ま 忌、 

[お擺修 i 重-の禁止 i 


故障、破損した6使用しないでください。 

dj 


:不完全な修理は、を険でず。 

分解禁止 

ノ 


[聲障-修理の際の連絡先 


tk 


アフターサービス についてねか5ない場合は、お賈いボめの販売店、または、もよりの 
(別紙参照)までお問い合わせください。 


お客様相談窓 □ 










♦試運転は、販売店又は振付業者とご一緒に必ずおこなってください。 

お事魏ミ 

18ぺージ H 旨 油のし好を! 、 9ページ r 点乂前 を準備 と確認1 に従って運転準備をしてください。 
P 電源プラグをコンセントに確実に差し込んでください。 

お 

H 12ページ 使用方法 に従って運転してください。 


2巧期運転時の異常現象 

^ ♦開捆して始めて使用したとを、防績油または塗装やほこりび乾燥したり焼けたりずることによって、 
ストーブから約2日分間位、煙やにおいび出ることびありまずび、ご使用には全く支障はありません。 

Q 正常運転の目を 

k ♦正常運転時のバーナーの炎の色は、黄义びとさどさまじる青炎です。 

. も願し、 、 

煙突の設置条件が悪いと、黒煙を出して燃えたりガラス炎筒が曇ったりしまず。交、とくに春先や秋 
□でが気温が高い時期には、ドラフトがす足して点火時ににおいがすることがあります。煙突の設置 
を点検し、 35 ぺージ煙突の取り付けを参照して正しく煙突を設置してください。 


■ 



1目ページ I 消义 I に従って消火をしてください。 

公 


I 飞運転 


♦据付けが終りました6、をラー廣、 [事 ||」の 巧をのために必ずお守り <ださい をお読みになり、 
I 工事 編 I に記載されているとおり据え付け5れているかどラかを確認してください。 


据付け後の確認 


♦据付けについては、火が予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準びあります 。I 工事 編 
の： ま全のために必ずお守りください をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦ I 標準据付け例1 については28ぺージを参照してください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


參据付けや移動工事は販売店または据付業ちに依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け工事は販売店に依頼ずる 


据付けについて 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 据巧け 











I 工事編 I 

設置工事の前に、この工事編をよくお読みのうえ正しく据付けてください。 

なお、この取扱説明書•工事説明書は、工事終了後におずお客様にお渡しください。 

安全のために必ずお守りください 

♦ここにをした事項は、警告、么ま意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、作業を誤った場含に作業者び、またはその作業後の不具合 
によって使巧者び死 t ：、 重傷を負う可能性、または火災の可能性び想定される内 
容を示しています。 

A ま后、 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者び、またはその作業後の不具合 
によって使用者び傷害を負う可能性や物的損害の発生び想定される内容を示して 
いまず。 


♦イラスト（まんが）の横にある〇マークは「禁止」、••マークは r 指示」、么マークは「ま意」を表していまず。 


A 警告 


★据付けや移動は、販売店へ依頼または据付業者が 
_おこなつてください。 

お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電や火災の原因になります。 


★据付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる技術基準 
などの法をの暮準を守っておこなってください。__ 

指示 


★屋内排気禁止 


屋内に排気すると排ガスが室内に充満して危険です。 
必ず屋外に排気してください。 


★煙突を確実に 接続1 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定してください。 

風、振動、衝撃などで外れたりずると運転中に排ガスび室内に漏れて危模です。 




〇 

指示 













み次の場所には据巧 けなし、 1 

★火災や予想しない事故の原因になりまず。 

♦水平でない場所、不安定な場所 
♦不安定な物をのせた棚などの下 
♦可燃性ガスの発生する場所艾はたまる場所 
♦燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所、又は娛気のおこなえない場所 
♦付近に燃えやずいをのがある塌所 
♦階段、避難口などの付近で避難のま障となる場所 
♦防乂対策をしていないマントルピース内 
♦湿室、飼育室など人のいない場所 

♦フ□ンガス、塩化水素ガスなどの八□ゲン系化含物のガスや溶剤を使用している、 

理•美容院、メッキ•塗装エ攝、電子部品組な工場、繊維関係エ攝 

塩素ガス等の影響により請び発生することびありますのでご使用はさけてください。 

参塵やほこりの多い蠕所 

燃焼巧送風機のファンにほこりびつまり、異常燃焼を起こずおそれびありまず。 

★可燃物との距離を離ず 

★ストーブか！5周囲の可燃物までの距離は図の 
よラにして < ださい。 

♦ストーブの上に物び落下しない場所で使用し 
てください。落下物により乂災び起さるおそ 
れがおりまず。 

♦家具等からは充分な距離を取ってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびありま 
ず。） 

♦ストープは、ス I -ーブに附属された置台の上 
に据付けてください。 

(巧燃物） 



0 

使用禁止 









固定金具 


《 45cm しん!： 


I上り勾目己 


ドラフトレギュレーター 


1 已 cm じ Lh 

ちえ又は 
、つり金具 


めびね石 



.可燃物から. 
45cmL ソ上 


周囲の可燃物 
から ImW 上 


•煙突び可燃性の壁などを買通する部分は、必ずゆびね石を使用して 
<ださい。 

•ル匡裏、天井裏などにある部分は、金属料外の不 I 燃材料で防火上有 
効な被覆をおこなって<ださい。 

♦可燃性の壁、天井、小屋裏、天井裏などを貫通ずる部分及びその付 
近では、煙突の接続はしないでください。 


み煙突の固定 j 


•煙突は、風や振動などで倒れないよラに、支え金具や支え線などで 
固定してください。 

•煙突は、 ] .日 m 〜 2 m おきに固定金具怖販品)で固定し、自重を支 
える部分は、支えまたは吊り金具で堅固に支持してください。 



を全のためにぶ、ずお守りくださし、 
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★油タンクとの距離を離ず 


•油タンクはストーブより2 mlU 上離して据付けるか、防乂上有 
効な遮へいを設けてください。 

女屋外タンクでの使用を前提とし、附属のゴム製送油管の長さは 
] m です。別売のゴム製送油管く※]107091日•長さ 3 m ) をご 
使用ください。 

♦油タンクは、熱•振動-衝撃のがない場所に据付ける。 

♦据置式油タンクは、不燃材の床上に据え付けること。 

ホ置式の油タンクは、たたみ-じゅラたんなどの上に据付けな 
いこと。 

•油タンクの送油バルブ(油の出口）と本体の送油管との落善は30 
cm じ(上になるよラに置いてください。 

オイルへッド面との落讀ま、最大 2.5 m む下にしてください。 
油が定油面器よりあふれ出ることがあります。 



参室が設置の油タンクの場合は、ちの図の落差をとってください。 


!★ ゴム製送油管の屋外使用禁止 1 

/C\ 

ゴム製送油管は屋外で使用しないでくださし、。 


ひび割れを生じて油漏れの原因になりまず。 

使用禁止 

み煙突の点均 

♦トップと建物(臟家を含む)の開口部(窓など） 


は1 miU 上離れていること 

据付けび修ったら、をラー度点検し 

lmUi± X 

てくださ L 1。 ■冊 

芝 \m U 

巧のような取付けは危険であったり、ス y 


不完全燃焼をおこすおそれびあるの 

/ A 、 確韶 

で、必ず修正して<ださい。 




禁止 






















開こん 


開こんの際のを意 


包装箱か5製品を傷つけないよラに取り出し、包装材などを取り除いてください。 


2 その他お使いになる前に、製品の輸送中に生じたルねじのゆるみや、はずれなどびないかを調べてく 
ださい。 


_ 附属品と取扱上の注意 _ 

♦置台1個：ストーブの置台として必ず使用してください。 

•天板ガード1個：火災予防のために必ず取0付けて<ださい。 

♦ゴム製送油管(長さ1 m ) 1本：給油コックとストーブとの接続に使用してください。 

女屋内タンクをご使用の場合は、別売ゴム製送油管 (-《I 1070目1己.長さ 3 m ) を使巧してください。 

♦ホースバンド2個；ゴム製送油管の締めイ寸けに使用してください。 

♦木ねじ1本：ルームヴー S スタを壁などに固定する場合に使用してください。 


公 






据付け 

据付け場所の選定 ~~ 

1床面 

♦ストーブを据え付ける床面は、強い振動や衝撃がなく、ス I ブの重量に充分耐え、安定している 
ことが必要でず。 

♦ス I ブは、水平になるよラに置いてください。ス I -ーブを水平に置さませんと、異常燃焼や巧震 
自動消乂装置の誤作動の原因になることびあ D ます。 

2 可燃物との距離 

♦ストーブと可燃物との距離は。2 7 ページ [_ ★可燃物とを距離香離す I の國を参照して、充分な距離 
をとって < ださい。 

3煙突の設置 

♦煙突は必ず屋外へ出して<ださい。出さないとガス中毒事故を起こずことびあります。 

•煙突のドラフトが強い場合は、ドラフトレギユレーターを取り付けてください。 

♦煙突を設置するところと、ス I ブを据付けるところの、相互の距離関係をよく配慮してください。 

4落下物の危険のない場所 

•ス I ブに物品げ落下ずる可能性があるとをは、その落下の可能性びある物品を取り除くかまたは 
落下の可能性のないように処置をしておいてください。 

g コンセントの位置 

♦交流1日日ボルトの電気のコンセントび、どこにあるかといラことわよく考慮してください。歩行着 
が、電源コードをひっかけないよラにしてください。 

0暖房効果について 

♦ストーブの対流熱と放射熱で、暖房び最ち効果的にでさる場所を選んでください。 

7燃焼用空気について 

♦ストーブを据え付ける場所には、下部撰気□および上部換気□を設けてください。 

•ストーブは充分に換気びでを、可燃性ガスび発生しない場所または、たまるおそれのない塌巧に据 
付けて < ださい。 


据巧け 








据付け 


(後ろ側) 


♦ r 置台」の上にストーフを据えてか5、ス I -ープ床面の4箇所の「調節 
脚」で、 r 水平器」を見なび6水平になるよラに調節してください。 

♦本体側面についている水平器を上か5見て、水平器のおわりび丸いマ 
ークの範囲巧にあるときび水平です。 


公 



据付け方法 


ヒートエレメントの取り付け1 


r ヒートエレメント」 は、下図のように、熱交換器内に正しく装着されているか確認してください。 



ヒートエレメント 



を歳 


觀交換器 


必ずこの位置に 
設置して下さい 

燃焼商ふた 


♦ヒートエレメントを 
熱交換器の図の位田 
にのせまず。 


/熱交換器 ro 〇 ojv エレメント 


燃焼筒ふたの取り巧け1 


(臭気の原因となるため正し < 取り付けて < ださい。 


► r 燃焼筒ふた」は、方向性びあります。みたの上面の表示に従って正し 
く取り付けてください。 

取り付け後はふたび浮かないよラに(パッキンをなつかせるため)上か 
5必ず押しつけてください。 

浮いていると排気ガスび室内に漏れ、においびでまず。 



天板ガードの取り巧け^ 


•附属品の r 天板ガード」を取り出して本体に取り付けてください。スト 
ーブをご使用になるとさは火災予防のためにを、必ずこの r 天板ガー 
ド」を取り付けてか5ご使巧くださし、。 



■ 


置台の取付けと水平調節 






























































油タンクの組立てと据付け 


★油タンクの据付けについては、各地の火災予防条例に従ってください。 
♦29 ぺージ ミ由タン クとわ雨11を離す~1を参照して据え付けてください。 


ゴム製送油管の取り付け 


♦油タンクの送油バルフまたは、給油コックなどの油の 
出□とストーフの送油管に、附属または別売のゴム製 
送油管を差し込み、附属品のホースバンドで締付けて 
ください。 

♦送油管の上には重量物びのったり、折れおびったり、空 
気たまりびでさるよラな形がにならないよラにご配慮 
ください。 

♦規定の送油管政外は使用しないでください。 

♦ゴム製送油管は油タンクを屋外に設置する場合は使用しないで<ださい。 

♦ゴム製送油管の取り付けは、曲ば半径びルさかったりねじれたりするとゴム巧部に圧力び加わり、短時 
間でヒビ割れなどび発生し、油漏れの原因になります。 

巧げ半径は最低でを10日 mm 政上になるよラ、またねじれのないよラ設置してください。 

♦ゴム製送油管は紫外線に当たると努化び早くなりまず。でさるだけ曰光の当た5ない場巧を選んでくだ 
さい。 

♦ゴム製送油管は、時間ととをに劣化しますので、定期的に点検してください。 

2シーズンに]度は新しい物に交換されることをおすすめします。 

♦油タンクを屋外に設置ずる場合は、必ず金屬製送油管(外径0 8の銅管)を使用してください。 

★金属製送油管で配管ずる場含は、切断や加工時の切りくずや切りおをきれいに取り隙いてか5配管して 
ください。切りくずや切り粉が配管のに入りまずと、定油面器から灯油があふれたり、電磁ポンプの故 
障の原因になりまず。 


下り勾配 空気たまりや 

にずる 水たまりがでをる 







据付け 











据付け 


電源コード 


♦電源コードは傷つけたり、束ねたり、無理に曲げたりしないでください。また足でひっかけたり、重量 
物び乗って破損しないよラにご配慮ください。乂災の原因になります。 

♦ AC 1 朋 V 電源を使用してください。1日日 V 政外の電源を使うと、電気部品び故障したり、発乂すること 
があります。コンセントは、雨や水のかからない場所に設置してください。またコンセントが傷んだり 
差し込みびゆるいとさは使用しないでください。感電-ショート-発火の原因になります。 


ルームサーミスタの配線（移動) 


♦ストーブの設置場所や周囲の状況によっては、お部屋の室温調整びラまくいかない場合びあります。 
このよラな場含には、ストーブの側面に取付けてあるルームサー S スタの位置を変更してください。 


1 ストーブ側面のルームサー S スタを止めているビニタイをはずして 
<ださい。 

センサーケース裏圃の粘着テープで壁や柱に貼付けてくださし、。 

( IJ ー ド線の有効長さは2.日 m です。） 

r -お願い-^ 

リード線が、煙突に軸れたり、踏んだり、引っかけたりしないよう 
に配線してください。 



2 附属品の木ねじで固定する場合は、木ねじを壁にねじ化んでからセ 
ンヴーケース裏面の巧に木ねじの頭を通して取付けてください。 




を!^ 








煙突の取り付け 


このストープの煙突の呼び径(外径)は 106 nim です< 


、このス トーブは煙突の設置が況に応じて、本体右側からでち、本体左側からでわ取り付けが巧能です。 
取り付け位置の変更は次のよラにおこなってください。 


煙突取付口を固定している4本の 
ねじをはずし、中のパッキンを損 
傷しないよラに煙突取付□をはず 
して < ださい。 

煙突取舶, 

排気ロキャップを固定している4 
本のねじをはずし、中のパッキン 
を損傷しないよラに排気ロキャッ 
プをはずしてください。 

巧気□キヤッフ_ 


煙突取付□はス I ^ーブのが側に 
切り欠を部び向くよラに組み替 
えて < ださい。 







>厳寒地区では、屋がの煙突内結露水び凍結しふさびれることびありますので、充分に注意してください< 
I 屋內の横引きは、で去るだけ短くしてください。 （2 本！;(内） 

} 立上げ部の接続は、 T ® びりを使用してください。さらに、水抜を巧 （0 目！;(上)をあけていただくと 
■ 効果的です。エルボの使用は絶対におやめください。 

»屋外の横引さは設けないでください。 


♦煙突の寸法と通気力（ドラフト)値は、ほぼ次の図表の通りです。 

通気力（ドラフト ） -Pa (- mniHsO ) 



A 二]巨0、 B 二230、 C 二160程度 

6 (0.6) 

广 ふ* 

C 

A 二] 60、己二己7日、 C 二330程度 

' 上〇勾拓 

A 

A 二]巨0、己二230、 C 二330程度 

吕 (0.9) 



A =] 目0、臣二60、 C 二27白程度 

13 (1.3) 

単位 

cm 

A 二]目0、己二60、 C 二440程度 

17 (1.7) 


(注)通気力（ドラフト）とは、煙突を通じておこる排気ガスの流動を意おし、この流動を誘起ずる圧力差を 
通気力（ドラフト）と言います。 




煙突の横引を、立上びりの標準寸法 


煙突内の結露水凍結防止について 


煙突の弓 I き出し位置の変更 


煙突の径 








煙突の取り付け 



煙突の屋外のトップ(先端)は H 形か、 AA 形を使用して、逆風や雨雪の流入を防いでください。 


可燃物との距離 


け里突は木材など可燃物から、次の距離をとってください。 

-煙突がス I ''ーブか6 ] .8 内 . 4日 cm 料上 

-煙突びストーブか51 .8 m こえる…… 15 cm 政上 


ドラフトレギュレーター（別売品 



♦風の強い地域及び建物の関係で煙突を高くする場合には、燃焼をま定 
させるために、トヨトミ純正のドラフトレギュレーター(別売品)を巧 
用して < ださい。 

(特殊な設置の場合は、取巧工事店にお問合わはをお願いします。） 



通気力（ドラフト） 
- Pa(—mmHa 日） 

最大熱効率 
(%) 

左の通気力 （ ドラフト)値にほぼ等しい 
煙突の長さと配置の例 ( cm ) 

6 (0.6) 

巨目.日 

A 二160、巨二230、 C =] 巨0程度 

A 二]目0、 B 二已70、 C 二33日程度 

9 (日.日） 

67.0 

A 二] 60、 B 二230、 C 二33日程度 

13 (1.3) 

66.0 

A 二1巨日、巨=巨0、 C 二270程度 

17 (1.7) 

65.1 

A 二1 60 s B 二60、 C 二440程度 

(ミち）通気力 （ ドラフト）とは煙突を通じておこる排気ガスの流動を意口ま 
し、この流動を誘起ずる圧力差を（ドラフト）と言います。 


煙突取付け図 


新効率測定位置 


い 

B • 

\:J - 



±51)3 

3 


表の熱効率の測定は表示の図に示す位置でありまずが、実際には、例えば B 部の中間で室のと室列の 
境になれば、煙突か6放射熱が引きつづいて室內に出まずか5、熱効率は表の数値!; Lb により良くな 
ります。 

ドラフトレギュレーターを A 部又は B 部に設ければ、通気力 （ ドラフト)が強い焉合は任意に弱めるこ 
とがでをます。 



















集合煙突利用の際の差し込みかた 


♦集含煙突を利用ずるとさには、図のような差し込みかたをしてください。その隙、おず設置ち法などに 
ついて専門業者にご相談してください。 




条例に関する事項 


参煙突の取り付けについては、各地区の乂災予防条例に従ってください。 


煙突の取付け図 


♦取り付け図は、益ぺージ L 標準据付け例 I を参照してください。 


積雪地域での取付け位置 


•積雪地域では、煙突先端（トップ)び、積雪でふさびれないような位置に取り巧けてください。 


試運転 

★ストープの据付け工事が終わりました6、試運乾を使用をとご一緒に必ずおこなってください。 

使用者に運転ち法はちちろんのこと、日常の点検•手入れの方法、定期点検、故障•異常時の処置方法、 
連絡先等をお教え願いまず。 

• 巧)嫩編1 巧ぺージ nsi 転！に従って、運転準備、運転、消乂の手順の試運転をおこなってください。 


廃棄するときのま意 

★ストーブを廃棄するとをは、必ずな油を抜いてください。 
U サイクルのま障となります。 


据がけ 


4 






HR - T 65 呂取扱説明書•工事説明書 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 

HR - T 6 已己 

お買上げ年ち日 

年 

月 

—… 

曰 

お買上げ店名 


(電話番号） ( 

) 

— 

.J 


株式会社 1-31- ミ 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-腑55 

TEL 0日 2-8 の-1144 FAX. 祀 2-8 の-2742 

尼 iuu 齢れトョト引ま琴の-巧とし。麵隱賴を保巧していまず。 










